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系統用蓄電所事業への本格参入（合同会社への出資）に関するお知らせ 
 

当社の連結子会社であるＷＡＳＨハウスサステナブル株式会社（本社：宮崎県宮崎市、代表者：松永 裕之、

以下：当社）は、系統用蓄電所事業へ本格参入することを目的とし、蓄電所事業を運営する合同会社（ＧＫ）へ

の出資を、本日決定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．取得の目的・理由 

当社は、2024年12月20日付け「合弁会社（連結子会社）設立及び子会社における新たな事業の開始に関す

るお知らせ」において公表いたしましたとおり、再生可能エネルギー事業の事業領域の拡大を図るためこれ

まで、 

① 再生可能エネルギー電力の導入 

② 電力コスト削減モデル 

③ 分散型エネルギー拠点構想 

など推進してまいりましたが、本件はその構想を実行段階へ移行するものとなります。 

 

２．出資の概要 

本件は、蓄電所事業を目的とする合同会社（ＧＫ）に対し、匿名組合契約に基づく出資を行うものです。 

本ファンドは、蓄電所事業への投資を目的として組成された匿名組合であり出資金を原資として蓄電所設

備の取得・運営を行います。 

※出資の目的 

① 蓄電所設備の取得 

② 系統用蓄電所の運営 

③ 電力取引市場からの収益獲得 

本件により、当社は単なる支援企業ではなく、事業者として蓄電所収益に直接参画する立場となります。 

 

３．取得予定蓄電所の概要 

本件は、今後拡大を予定する分散型蓄電所、中大型系統用蓄電所の中核拠点となる第１号案件です。 

 

 

 

 

（１） 所在地 宮崎県児湯郡高鍋町上江 7694-4 他 

（２） 用途 系統用蓄電所 

（３） 出力（ＡＣ） ２ＭＷ 

（４） 容量（ＤＣ） ８ＭＷｈ 



 

 

 

 

４．戦略的意義 

（１）収益が読めるエネルギーインフラ事業 

系統用蓄電所は、①卸電力市場②需給調整市場③容量市場など複数の収益機会を有し、比較的収益

予測が可能なストック型モデルです。 

当社は、本件をセルフランドリー事業に次ぐ第２の収益の柱と位置付けております。 

 

（２）データセンター需要との連携 

生成ＡＩの普及に伴い、小型・分散型ＡＩデータセンターの需要が拡大しております。 

データセンターは大量の電力を必要とする一方、再生可能エネルギー電力の安定供給およびピーク

調整が課題となっております。 

当社は、蓄電によるピークシフト、調整力供給、再生可能エネルギー電力の安定供給を通じ、今後

増加が見込まれるデータセンターへの電力供給インフラの一端を担うことを目指します。 

 

（３）分散型と大型蓄電型の両輪展開 

当社は今後、店舗駐車場を活用した分散型蓄電所及びＡＣ２ＭＷクラス以上の大型系統用蓄電所の

両輪戦略により、地域分散型エネルギーネットワークを構築してまいります。本件はその第一歩とな

ります。 

 

５．今後の展開 

当社は、蓄電所の段階的取得、店舗屋根への太陽光パネル設置及び連携、ｅ．ＣＹＣＬＥによる電力最適

化、 データセンター向け電力供給構想を推進し、「店舗 × エネルギー × サステナブル」モデルを、構想

から実行・収益化フェーズへ進化させてまいります。 

 

６．日程 

（１） 契 約 締 結 日 2026 年２月 25 日（予定） 

（２） 出 資 決 済 日 2026 年２月 25 日（予定） 

 

７．今後の見通し 

本件に伴う 2026 年 12 月期の業績への影響については現在精査中であります。今後開示すべき事項が生

じた場合には速やかに開示いたします。 

 

 

以 上 


